名古屋議定書COP-MOP1の主要な決定の概要


（１）締約国会合の手続規則の採択

　　COP-MOPにおける手続き規則はCOPの手続き規則が準用されること、またCOPの手続規則の準用にあたり、COPビューロー（議長団）の構成員が議定書の締約国でない場合には、その構成員の代理となる者は、議定書の締約国によってその中から選出されること、代理の者の任期はその構成員の任期終了までとなること等が決定した。

（２）ABSクリアリングハウス及び情報共有

ABSに関するクリアリングハウスの技術的な助言を行うためのIAC（非公式助言委員会）の設立が決定した。IACの委員は、締約国が地域バランスを考慮して15名選出することとなった。また非締約国や国際機関等からの情報提供を奨励するとともに、事務局に当該情報を可能な限りフィードバックすること等が決定した。なお附属書として情報交換センターの態様が付された。

（３）議定書の遵守を促進し、及び不履行の事案に対処するための協力的な手続及び組織的な制度

　　議定書の遵守を促進し、及び不履行の事案に対処するための協力的な手続及び組織的な制度及び遵守委員会の設立が決定した。また、COP-MOP２前に少なくとも1回の遵守委員会を開催することが決定した。

（４）能力の開発及び向上並びに人的資源及び制度的能力の強化を支援するための措置

　　議定書の効果的な実施を支援するための能力開発及び向上のための戦略的枠組（※）が採択され、事務局長に助言を行うためのIACをCOP-MOP3までに設立すること等が決定した。

※議定書の効果的な実施に向けて締約国が実施すべき措置を短中期（2020年までの6年間）、長期（2020年以降）に分け、５つの主要分野における措置を示したもの。

（５）名古屋議定書の実施のための資源動員

事務局に対し、COPで決定されている資源動員戦略のための活動として、名古屋議定書のための資源動員の検討を含めるよう要請すること、議定書の実施を支援するための資源動員に関連する経験情報のとりまとめや財政措置の状況及び動向の概観の作成を行い、次回COP-MOPの検討に供することを要請すること等が決定した。
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